
層雲峡か ら美幌,原 生花園,天 都山を経て網 走へ
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  7月20日

 今 日まであまりお天気に恵まれなかったが,昨 夜作ったてるてる坊主のお蔭か,今 日は

割合いよく晴れている。午前9時,昨 晩先生方と童心にかえって大いに騒いだ層雲閣を出

発。

 今aは,美 しい景色が多いコ...ヌなので楽 しみで ある。しか し左右に移り変 る断崖とガ
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そ ド嬢の説明に,右 よ,左 よと首ふり人形の如 く,口 をあき,目 をきようきよう。 「パス

の屋根がなかったらなあ」 とは無理な話 しのようヨ。この苦痛に耐えている顔をパチ リ,

パチ リと写されてガツク リ。だが,美 しい滝と木 々の緑は,私 達を充分満足 させて くれた。

石北峠に蒼 くとあた りr面 の霧。じやがいも,い か,と うもろこしを焼 いている何 ともい

えぬ香ばしい臭いが鼻を くす ぐる。短 い休憩時間の間にと必死の形相。しか し 「臭 いの割

`こは……ネ。」

間もな く美幌。ここで クラス ・メー トに会 い,と て もなっか しく,う れ しく感 じた。昼変

の後,パ スはオホーツク海を見なが ら原生花園へ。見事fT晴 れ上った空,岩 っばめの巣を

見,海 を左に,ふ と前を見ると知床半島の山 が々 くっきりと浮んでいる。全 ぐ何 と形容 し

たらいいのか,バ スの中は一しきり歓喜の声がおこった。てるてる坊主はテルテル様 と格

が上 り,夜 は 「オミキ」を上ることに相成るのである。広 々とした原野に牛や馬が遊び,

彼方には,知 床の山 々,そ してオホーツクの海なりの音,数 々の美しい素朴な,そ して文

字通 り華やかな花 々。この上もなく満足。それからi文 部省指定とや らの天都山展望台へ。

確かにすばらしい眺めではあるが,先 の印象が強烈だったので感激が薄れて しまった。

5時 頃,網 走湖畔の旅館着。夕食は待望のケガニ。夕食後,各 自ポー トに乗った琴,散 歩

した り。夜は先生方の部屋にお招きを受け,雑 談 とゲームを少々。
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